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               （発行者）第一地区住民自治協議会 会長 小池公雄 （編集）広報編集委員会 

 《事業報告》三世代ふれあいハイキング＋地域間交流事業 PART1 

  本年度、第一地区住自協は鬼無里地区と交流事業を進めています。その一環として、今年の三世代 

 ふれあいハイキングは、鬼無里地区を訪問しました。参加者は７０名。ふるさと資料館で地区の成り 

 立ちを学び、国の重要文化財で室町時代創建の白髯（しらひげ）神社本殿を特別に拝観。昼食後は、 

 継承される伝統文化「鬼女紅葉太鼓」を間近で鑑賞しました。迫力ある太鼓の音と伝説の「鬼女紅葉 

 と討伐に来た平維茂（たいらのこれもち）との戦いの舞」を堪能した後、第一地区の子供たちも太鼓 

 の演奏を学びました。 

 

ふるさと資料館で鬼無里の歴史と文化にふれる参加者。 右の写真は展示されている屋台（ホームページより） 

 

 

写真左側は、白髯神社拝殿前で説 

明を聞く参加者。普段はここまで 

の参拝ですが、この日は特別に拝 

殿奥の本殿（右側の写真）を拝観 

しました。 

 

 

鬼女紅葉太鼓保存会の太鼓演奏を鑑賞  鬼女紅葉（左）と平維茂の死闘  太鼓の演奏を習う第一地区の子供たち 
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《事業報告》 

６月 21 日「ドッジボール大会」（教育文化部会） 西部中学校体育館 混成８チーム 119 名参加 

子ども達と一部父兄も参加した白熱した試合の結果、低学年の部優勝は往生地 B・立町混成チーム 、高学年の部 

優勝は新諏訪 C・西長野混成チームでした。 

 

6 月 25日 住民福祉大会（健康福祉部会） ４８名参加 

講演「健康食品（サプリメント）の適切な使用の考え方」 

講師 長野市民病院 臨床検査課主任 小林宏正氏 

 「サプリメントとは、『食事を補うもの：栄養補助食品』で、病気を

治す薬ではありません。毎日３回の食事から必要な栄養素を摂取し健康

を維持することが理想ですが、不規則な食生活や不足する栄養素を補う

ものとして、薬と併用しない・いくつもの製品を同時にとらない・アレ

ルギーに注意する等の注意事項を守りご使用下さい。」とのことです。 

 

７月 10 日（金）地域と学校連携事業（教育文化部会） 

 地域と学校連携事業とは、お互いの諸問題や課題を共有し連携と

信頼を深め、青少年の健全育成を図る目的で第一地区では年2回実

施されています。構成メンバーは、市教育委員会、城山・加茂小学

校、西部・柳町中学校の校長・教頭先生、地域からは区長・育成会

長・民生委員等関係団体の皆さんで今回は 44 名が参加しました。 

 少子化に歯止めのかからない中、子供は地域の宝といわれます。 

学校と地域の連携をさらに深めるべく意見交換が行われました。 

 

7 月 24日（金）第一から第五地区合同講演会（総務部会） 

 毎年、第一から第五地区合同で行う事業で「元気な町づくり市民会

議」「合同講演会」「活き生きみんなでトーク」等、形を変えて開催し

ています。今年は第五地区住自協が当番幹事となり、信大教育学部廣

内教授に『活断層大地震に備える』というテーマで講演を頂きました。 

あれ、と思われた方がいるかもしれませんが、実は昨年 8月、第一

地区安全防災部会主催で地域の皆さんにお聞き頂いた講演です。非常

に良い内容で地域防災に必要な内容ですので、合同講演会で更に多く

の皆さんにお聞き頂くこととなりました。 

 「長野市勤労者女性会館しなのき」の多目的ホール（定員 300名）の満席に近い参加者は、いつ発生するか判ら

ない大地震への備えの必要性をあらためて認識していました。 
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《地域間交流事業 PART2 のお知らせ》 
 地域間交流事業のPART2 が鬼無里地区主催で下記内容にて開催されます。 

 『住民発信！鬼無里めぐり 秋』            主催：鬼無里地区住民自治協議会 

 期日：平成 27年 10月 24日（土） 

 集合場所：自治会館前 午前 9時   参加費：1000円（体験料・入館料含む） 

 鬼無里めぐりとは、地元の魅力を知り尽くした住民がガイドを務め、鬼無里地区内をご案内します。 

 お昼は、「おやきづくり」を体験していただきます。 

コース：9：00自治会館前集合/出発 ⇒ 10：00大望峠（紅葉スポット・北アルプスの絶景） 

    ⇒ 10：30 ふるさと資料館 ⇒ 12：00おやきづくり体験 ⇒ 13：30白髯神社 

    ⇒ 14：30 旅の駅/直売所 15：00鬼無里発 ⇒ 16：00自治会館着 

定員：25名 参加申込み締切 10月 16 日（金） 

 

参加希望者は、第一地区住民自治協議会地区事務局 TEL262-1217 へ申込みお願いします。 

 

《今後の予定 9 月～12 月》  

・  9 月 8 日（火）ノルディックウォーキング 場所：小布施散策コース（参加申し込み終了） 

・10月 4日（日）キックベースボール大会  場所：加茂小学校グランド 

・10月 24日（土）地域間交流事業「鬼無里めぐり 秋」 

・11月 15日（日）避難訓練「西部中学校内、緊急時医療施設」見学 

   本年度避難訓練は 11月 15日のみの予定（詳細は後日回覧にてお知らせします。） 

 

《各町の秋祭り情報》 

神 社 関 係 町 祭 典 時 間 等 備  考 

長野天神社 長門町・西町上・西町南 宵宮祭：8/24 17:00 例祭：8/25   9:00 ― 

三峯神社 栄 町 ― 例祭：8/29  18:40 子ども神輿・神楽・歩行者天国 

三峯神社 西之門町 宵宮祭：9/1  17:30 例祭：9/2     9:00 神輿 

天神社・皇大神宮 立 町 ― 例祭：9/5  16:00 神楽 

天神社 桜枝町 宵宮祭：9/14 20:00 例祭：9/15  11:00 神輿・神楽 

八幡社 横沢町 宵宮祭：9/14 15:00 例祭：9/15   9:00 神輿・神楽 

加茂神社 西長野 宵宮祭：9/16 20:00 例祭：9/17  10 :00 神輿・神楽・花火・舞踊 

高市神社 西町上 宵宮祭：9/19 17:00 例祭：9/20   9:30 ― 

稲荷社・諏訪社 狐 池 宵宮祭：9/2２ 10:00 例祭：9/23   9:00 子ども神輿 

諏訪神社 新諏訪 宵宮祭：9/23 21:00 例祭：9/24  13:00 子ども神輿・神楽・（花火） 

飯縄神社 茂 菅 宵宮祭：9/28 21:00 例祭：9/29 10：30 神楽・花火  

妻科神社 
西町上・西町南・栄町 

若松町・旭町・長門町 
宵宮祭：10/1 19:00 例祭：10/2  14:00 神輿・神楽・花火 

湯福神社 

桜枝町・横沢町・立町 

往生地・狐池・花咲町 

上西之門町・西之門町 

宵宮祭：10/9 19:00 例祭：10/10 9：00 

 

神輿・神楽・歌謡 
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工場住所：長野市大字茂菅 338-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長野一日合同行政相談所をご利用ください（市からのお知らせ） 

不動産の登記、年金、建築など役所の仕事についての相談、また法律相談などを受け付ける一日合同行政相談所を 

開設します。相談は無料で、秘密は厳守します。事前の予約は不要です。お気軽にご利用ください。 

日時：平成 27年９月29日（火）午前10時から午後３時まで（受付は午後２時 30分まで） 

会場：ながの東急百貨店 シェルシェ５階ホール 

参加機関：長野地方法務局、長野県長野地方事務所、長野県長野建設事務所、長野南年金事務所、長野市、 

弁護士、司法書士、行政書士、税理士、土地家屋調査士、公証人、行政相談委員、 

長野行政評価事務所 

問い合せ先：総務省長野行政評価事務所（TEL026-235-5566） 

 

 

 

 

 

 

 

◆第一地区住民自治協議会事務局 

〒380－0833 長野市大字鶴賀権堂町 2201 番地 20 権堂イーストプラザ ND1 階 

電話：２６２－１２１７（FAX 兼）     E－mail：dai1@clock.ocn.ne.jp 

 

  

 

  長野市若里  電話（０２６）２６２－１２３１ 

広告 

連載企画

NONO 

№5 

事務局長訪問 

「数秒にかける職人さんの技と夢」 

 「花火製造」 信州煙火工業(株)さん 

                    

 今回は、茂菅地区に工場がある信州煙火工業(株)さんをお訪ねし、藤原社長さ

んにお話しを伺いました。開口一番社長さんは「今のうちの会社があるのは、茂

菅地区の皆さんのおかげなんです。」と言われました。創業の大正 5 年以来、長

野市安茂里で花火製造を続けてきましたが、昭和50年代初め工場が移転を迫ら

れた時、茂菅の方々が現在の場所を紹介し暖かく迎えてくれたということです。

昭和53年のことです。以来 37年、伝統が途絶えることなく茂菅の地から美し

い打ち上げ花火が全国に提供されています。 

日本で花火が盛んに作られるようになったのは江戸時代からということです。

有名な生産地には火薬を調達しやすかった有力大名のお膝元が多い中、長野県で

は明治時代に入り神社等の奉納花火が盛んに行われその技術が磨かれ、全国の花

火大会では常に好成績を上げています。もちろん信州煙火さんもその常連です。 

火薬を扱う工場ですから各々の作業場が独立する等、安全には十分配慮がされ

ていました。右側中央の写真は、花火の玉皮に上空で拡がる星を詰める玉込め作

業。下の写真は、玉皮に決められた枚数の紙を丁寧に貼り付ける玉張り作業です。

花火づくりの数ある工程の一部です。花火はその場では製品の出来栄えを確認で

きません。職人さん達の熟練の技と夢の結晶は各地の空に打ち上げられ、観客の

歓声と笑顔で実を結びます。一番上の写真は、尺玉と呼ばれる花火を特別に持た

せて頂きました。上空330ｍへ打ち上げられ直径320ｍに拡がります。きっと

夜空を美しく飾り人々を魅了することでしょう。 

使わなかった保険料が戻ってくる、がん保険があります！ 

          第一地区住民自治協議会 自治会保険引受代理店 

mailto:dai1@clock.ocn.ne.jp

